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むか

新年度を迎えて

今 年 の 東 村 山 福 祉 園 は 、 分 割 民 営 化 に 向 け て 一 つ 一 つ 具 体 的 な 取 り組 み を 進 め て い か な

け れ ば な り ま せ ん 。

ま ず 、平 成 2 9 年 度 に 開 設 さ れ る 予 定 の 「ひ だ ま りの 里 き ょ せ 」 に 移 行 さ れ る 利 用 者 の

特 性 や 生 活 全 般 の 支 援 ノ ウ ハ ウ 、活 動 プ ロ グ ラ ム 等 に つ い て き め 細 や か な 引 継 ぎ を 行 って い

く必 要 が あ り ま す 。

ま た 、 平 成 3 〇年 度 に 開 設 さ れ る 予 定 の 「希 望 の 郷  東 村 山 」 の 建 築 工 事 を 進 め る と と

も に 、 新 た な 施 設 で 提 供 す る サ ー ビ ス 内 容 の 充 実 や 運 営 体 制 の 検 討 整 備 を 着 実 に 行 い 、

これ ま で 以 上 に利 用 者 本 位 の サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に す る 必 要 が あ りま す 。

さ ら に、児 童 施 設 は 平 成 3 〇年 度 に 仮 設 建 物 に 移 転 しま す が 、そ の 建 築 と新 しい 児 童 施 設

の 建 築 や サ ー ビ ス 内 容 • 運 営 体 制 の 整 備 検 討 も 進 め て い か な け れ ば な り ま せ ん 。

こ の 分 割 民 営 化 は 、今 ま で 誰 も 経 験 す る こ と の な か った 困 難 な 事 業 で す が 、一 歩 一 歩 着 実

に 実 績 を 積 み 重 ね て 、 利 用 者 の 皆 さ ん に 「安 心 」• 「信 頼 」• 「満 足 」 の サ ー ビ ス を 提 供 で き

る よ う、 職 員 一 同 力 を 合 わ せ て 頑 張 り ま す の で ご 協 力 の ほ ど よ ろ しく お 願 い しま す 。

ちゃ < にん あいさつ

着 任 のご挨拶 福 祉 サ ー ビ ス 誕 養 軽 鳶 B i

こ の 4 月 1 日 か ら福 祉 サ ー ビ ス 課 長 に 着 任 した 松 島 で す 。 1 〇年 程 、医 療 を 中 心 と した

福 祉 の 世 界 で 勤 務 し、1 1 年 ぶ り に 東 村 山 福 祉 園 に 戻 って き ま した 。当 時 先 鞭 が つ い た 多 く

の 事 業 も 制 度 の 充 実 が 進 み 、事 業 の 進 め 方 も 、組 織 支 援 力 の あ る 係 長 や 職 員 で 進 め て き

た 流 れ か ら、組 織 全 体 の 推 進 力 に な る ま で 整 備 が 進 ん で き た こ と を 実 感 し感 動 して い ま す 。

東 村 山 福 祉 園 の 分 割 民 営 化 は い よ い よ 佳 境 に 入 って 行 き

ま す 。取 り組 む 課 題 は 大 き い で す が 、これ を チ ャ ン ス と捉 え

て 、 「安 心 」 「信 頼 」 「満 足 」 の 日々 の サ ー ビ ス を 提 供 して

い け る よ う、そ して 皆 さ ん の 夢 の 実 現 に 向 け て 、と も に頑 張

り ま し ょ う。



平成27年度第三者評 価結果報告

福 祉 サ ー ビ ス 第 三 者 評 価 を 27 年 度 も 「障 害 児 入 所 支 援 」、 「短 期 入 所 」 「生 活 介 護 」

の 3 サ ー ビ ス に つ い て 受 審 しま した 。 評 価 機 関 は 昨 年 度 に 引 き 続 き NPO法 人 福 祉 経 営 ネ

ッ トワ ー ク に お 願 い しま した 。 ご 家 族 の 皆 様 に は 、 お 忙 しい 中 ア ンケ ー ト調 査 等 に ご

協 力 を い た だ き 誠 に あ りが と う ご ざ い ま した 。 評 価 結 果 の 概 要 は 以 下 の と お りで す 。

今 後 、評 価 を 基 に 改 善 計 画 を 策 定 し、利 用 者 サ ー ビ ス の 一 層 の 向 上 に 努 め て ま い り ま す 。

しょうがいじしせつにゅうしよ
障 害 児 施 設 入 所

たんきにゅうしよ
短 期 入 所

せいかつかいご
生 活 介 護

とく よ

特 に 良 い
おも てん

と 思 う 点

わ きょうか り ょうしゃほん い しつ たか ていきょう め ざ じきょうしよない

1 チ ー ム と して の 和 を 強 化 し利 用 者 本 位 の 質 の 高 い サ ー ビ ス 提 供 を 目 指 し、 事 業 所 内 コ ミ ュ ニ ケ
ちから い と く

ー シ ョ ン に 力 を 入 れ 取 り組 ん で い る 。

しえんきろく りょうしや
2 支 援 記 録 シ ス テ ム に 利 用 者

じょうほう しゅうやく とうけいぶん
の 情 報 を 集 約 して 統 計 分
せき きやくかんてき
析 す る こ と に よ り 客 観 的 な
ひょうか しえん と く
評 価 を 支 援 に い か す 取 り組 み に

ちゃくしゆ

着 手 して い る 。

こ か ぞく はな せい

2 子 ど も が 家 族 か ら 離 れ て 生
かっ たいけん ば か ぞ く

活 す る 体 験 の 場 、 家 族 の レ ス パ
ば ざいたくせいかつ ささ

イ トの 場 と して 在 宅 生 活 を 支

え て い る 。

ひと ここち
2 そ の 人 ら し く 心 地 よ い
じかん す しえんかん
時 間 を 過 ご す た め の 支 援 環
きょう せいび じんりょく

境 の 整 備 に 尽 力 して い る 。

いりよう えいよう しん りなど せんもんしよく

3 医 療 ・栄 養 ・心 理 等 の 専 門 職

と の カ ン フ ァ レ ン ス に よ り 学 ど
りょう しゃ じょうたいへ ん か じんそく

も ・利 用 者 の 状 態 変 化 に 迅 速 に
たいおう き の う

対 応 す る し く み が あ り機 能 して

い る 。

じぎょうしょない せんもんしよく が っこう

3 事 業 所 内 の 専 門 職 、 学 校
かんけいき か ん

や 関 係 機 関 と の カ ン フ ァ レ ン ス
こ じょうたいへん か

に よ り 子 ど も の 状 態 変 化 や
か だ い じんそく たいおう

課 題 に 迅 速 に 対 応 す る し く み が
きのう

あ り機 能 して い る 。

こ こ り ょうしゃ

3 個 々 の 利 用 者 に と っ て の
じ り つ い しき ち い き しげ ん

自 立 を 意 識 し、 地 域 の 資 源 を
ゆうこうかつよう しゃかいさ ん か そくしん

有 効 活 用 した 社 会 参 加 を 促 進

して い る 。

さ ら な る
かいぜん のぞ

改 善 が 望
てん

ま れ る 点

ちゆう ちようきてき しゃ と い こべついくせいけいかく さくせい じんざいいくせい きたい
1 中 ・長 期 的 な 視 野 を 取 り 入 れ た 個 別 育 成 計 画 の 作 成 と そ れ に よ る 人 材 育 成 に 期 待 した

い 。
こ り ょうしゃ じんいんこうせい

2 子 ど も • 利 用 者 の 人 員 構 成
こ べつしょうきょう こうりょ きょじ<¢ うかん

や 個 別 状 況 を 考 慮 し居 住 環
きょう く 心う けんとう

境 の 工 夫 を 検 討 して い る た め
すいしん き た い

さ ら な る 推 進 が 期 待 さ れ る 。

こ じんいんこうせい こ べっ

2 子 ど も の 人 員 構 成 や 個 別
じょうきょう こうりょ きよじゆうかんきょう

状 況 を 考 慮 し 居 住 環 境 の
く ふ う けんとう

工 夫 を 検 討 して い る た め さ ら な
すいしん き た い

る 推 進 が 期 待 さ れ る 。

ぎょうむ こうりつか い しき

2 業 務 の 効 率 化 を 意 識 しつ つ
りよう しゃ じょうきょう け い か

利 用 者 の 状  況 や 経 過 が よ り
めいかく は あく き ろく

明 確 に 把 握 で き る よ う な 記 録
じゅうじっ き た い

の 充 実 が 期 待 さ れ る 。

へいせい ねんど じ しやぶんかつ
3 平 成 3〇 年 度 の 児 ・者 分 割

& じどうしせつ
を 踏 ま え 、 児 童 施 設 と して 18
さいいこう いこうさき かいたく
歳 以 降 の 移 行 先 の 開 拓 に あ た

とがいなど しゃかい し
っ て い る が 、 都 外 等 の 社 会 資
げん ねんとう
源 も 念 頭 に す す め ら れ た い 。

にゅうたいしょじ しょじひん かん
3 入 退 所 時 の 所 持 品 の 管
りほうほう みなお など
理 方 法 を 見 直 す 等 、ス ム ー ズ な
りよう けんとう
利 用 と な る よ う 検 討 さ れ た い 。

ちいき しんらいかんけい き ょ
3 地 域 と の 信 頼 関 係 に 寄 与

で き る よ う さ ら な る サ ー ビ ス マ
み じっせん

ナ ー を 身 に つ け 実 践 さ れ た い 。



しょうがいじしせつにゅうしよ たんきにゆうしよ
障 害 児 施 設 入  所 短 期 入 所

せいかつかいご
生 活 介 護

とく ちから

特 に カ
い

を 入 れ て
と

い る 取 り
<
組 み

ちゆう ちょうきてき じきょうけいかく ふ きょうどこうどうしょうがいなど せんもんせい きょうか せっきょくてき と く

1 中 ・長 期 的 な 事 業 計 画 を 踏 ま え 強 度 行 動 障 害 等 の 専 門 性 の 強 化 に 積 極 的 に 取 り組 ん で い る 。

りようしゃ いこう もと らいき
2 利 用 者 の 意 向 に 基 づ き 地 域
せいかついこう も かんけいきかん
生 活 移 行 に 向 け た 関 係 機 関 と

れんけい かんきょうせいび はか
の 連 携 や 環 境 整 備 を 図 って い

る 。

あ き じょうほうなど にゅうしゆ
2 空 き 情 報 等 を 入 手 し

くふう りょうりつ
や す く 工 夫 す る こ と で 利 用 率
こうじょう ちいきこうけん と
向 上 に つ な げ 地 域 貢 献 に 取

<
り組 ん で い る 。

しょくいんかん れんけい り
2 職 員 間 の 連 携 に よ り 利
ようしゃ しゅたいてき たの いち
用 者 が 主 体 的 に 楽 し く 一
にち す にっちゅうかつどう
日 を 過 ご せ る 日 中 活 動 の
じゅうじつ はか
充 実 を 図 って い る 。

とりっしせつ しめい にんしき しょうがい らいきじゅうみん ささ た
3 都 立 施 設 の 使 命 を 認 識 し 障  害 の あ る 地 域 住  民 を 支 え る 多
よう ていきょう
様 な サ ー ビ ス を 提 供 して い る 。

かぞく みつ
3 家 族 と の 密 な コ ミ ュ ニ ケ ー

りようしゃ ゆた
シ ョ ン に よ り 利 用 者 の 豊 か な
せいかつ こうちく
生 活 の 構 築 に つ な げ て い る 。

ひょうか しょうさい ふくし えんない

評 価 の 詳  細 は 、イ ン タ ー ネ ッ トサ イ ト 「と う き ょ う福 祉 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン」ま た は 園 内

談 話 室 の 閲 覧 用 の 報 告 書 で ご 覧 い た だ け ま す 。
� くし

〇 と う き ょ う福 祉 ナ ビゲ ー シ ョ ン httQ：/ / www.fukunavi.orj p/ fukunavi/

しん が っき

新学期がはじまりました
だ い かか り

サ ー ビ ス 第 2 係

東 村 山 福 祉 園 で は 、 こ の 春 4  8 名 の 子 ど も た ち が 元 気 に

学 校 に 通 い 始 め ま した 。

今 年 度 は 、 小 学 部 新 1 年 生 1 名 、 中 学 部 新 1 年 生 が 2 名 、

高 等 部 新 1 年 生 が 4 名 の 7 名 が 入 学 式 を 終 え て 新 た な

環 境 で の 生 活 が 始 ま り ま した 。み な さ ん 緊 張 した 面 持 ら の

中 、 入 学 式 に 出 席 さ れ て い ま した 。

今 年 は 4 8 名 一 人 一 人 が 、 ど の よ う な 成 長 を 見 せ て くれ

る の か とて も 楽 しみ で す 。

サイボクハム ・イチゴ狩りに行ってきました
だ い かか り

サ ー ビ ス 第 3 係

5 月 1〇日、 今 年 度 第 1回 目 の バ ス 外 出 と して 、 サ イ ボ ク ハ ム と 狭 山 べ

リー ラ ン ドに 総 勢 29 名 で 行 って き ま した 。サ イ ボ ク ハ ム に 到 着 後 、利 用 者

の 皆 様 は エ リア 内 を 散 策 した 後 に 、レ ス トラ ンサ イ ボ ク で 昼 食 を 楽 しま

れ ま した 。 そ の 後 お 土 産 な ど を 購 入 し、 メ イ ン イ ベ ン トで あ る 狭 山 べ リ

ー ラ ン ドに 行 き イ チ ゴ、狩 り を 行 い ま した 。イ チ ゴ は とて も 美 味 しく、50
個 程 召 し上 が られ た 利 用 者 様 も い ま した 。ま た 、来 年 も 是 非 来 た い と思 い

ま した 。



l i e利用者アンケー トを臭歯 しました

園 で は利 用 者 の 皆 様 の 率 直 な意 見 を 伺 う こ と また は意 思 を模 索 す る こ と を通 じて 、利 用 者 の

方 へ の 理 解 を深 め 、 サ ー ビス 向 上 や 改 善 に役 立 て て い く取 り組 み を 行 って い ま す 。

2 6 牟 笹 に試 行 で 実 施 した こ と に引 き続 き、2 7 年 度 も 入 所 利 用 者 の皆 様 を対 象 と して 、「園

の 生 活 で 好 き な こ と は どれ で す か 」 と い うテ ーマ で 、 利 用 者 ア ンケ ー トを実 施 しま した 。

棟 職 員 が 利 用 者 様 の 個 々 の 状 況 (こ応 じて 問 いか け を行 い、 利 用 者 様 の意 向 を把 握 す る と い

う方 >去で 調 査 を 行 い ま した 。

26、27 ^ 5 の 結 果 の概 要 を下 記 の とお りお 知 らせ いた しま す 。

【調 杏 内容 】 園 の 生 活 で 好 きな こ と は どれ で す か 。 (複 数 回 答 可)

選 択 肢 : ① バ スハ イ ク ② ドラ イ ブ ③ テレビ (DVD) 鑑 賞 ④ 棟 庭 活 動

⑤ 演 奏 会 ( コ ンサ ー ト) ⑥ 買 い物 ⑦ 音 付 き絵 本 (26年 度 は① ～ ⑥ の 選 択 肢 で 調 査 )
ちょう さ けつ »

［調 査 結 与艮】 (人 数)
ねんど

2 7 年 度
ねんど

2 6 年 度

い
1位 バ ス ハ イ ク 118 ドラ イ ブ 87

い
2位 ドラ イ ブ 111 か もの

買 い 物 7 6

い
3位

か もの
買 い 物 10 3 バ ス ハ イ ク 7 3

い
4 位

かんしょう
テ レ ビ (DVD) 鑑 賞 55 えんそうかい

演 奏 会 ( コ ン サ ー ト) 55

い
5 位

おと つ えほん
音 付 き 絵 本 50 かんしょう

テ レ ビ (DVD) 鑑 賞 4 3

い
6 位

えんそうかい
演 奏 会 ( コ ン サ ー ト) 44 とうていかつどう

棟 庭 活 動 23

い
7 位

とうていかつどう
棟 庭 活 動 34

※利 用 者 様 の 意 向 の 把 握 方 法 ( 複 数 回答 可 ) (人 数)
ねんど

2 7 年 度
ねんど

2 6 年 度

い
1位

にちじょう ようす すいそく きにゅう
日 常 の 様 子 か ら 推 測 して 記 入 110 しゃしん え

写 真 . 絵 カ ー ド 74
い

2位
ひょうじょう ’しぐさ、

表 情 ( 仕 草 ) 58 にちじょう ようす すいそく きにゅう
日 常 の 様 子 か ら 推 測 して 記 入 7 2

い
3位

しゃしん え
写 真 • 絵 カ ー ド 56 かいわ

会 話 38
い

4位
かいわ
会 話 4 3 ひょうじょう . しぐさ、

表 情 ( 仕 草 ) 37
い

5位 そ の 届 3 そ の 福 3

う ござ い ま した 。

今後の予定

今 年 の 東 京 都 東 村 山 福 祉 園 祭 は 9 月 2 4 日 ( 土 ) 開 催 予 定 で す ! ぜ ひ お 越 し くだ さ い 。

そ れ ぞ れ 貴 重 な ご意 見 と して 受 け止 め 、今 後 外 出 の機 会 を屈 や す等 対 応 を検 討 さ せ て いた だ

き、利 用 者 ご本 人 の 希 望 や 意 向 の 実 現 に向 けて 支 援 を 行 って い き ま す。 ご 協 力 誠 にあ りが と


